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大
正
四
年
の
内
務
省
令
看
護
婦
規
則
に
お
い
て
初
め
て
全
国
的

な
看
護
婦
の
身
分
法
が
制
定
さ
れ
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資
格

が
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
ど
の
よ
う
な
名

称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
公
的
な
文
書
で
あ
る
各
府

県
の
看
護
婦
規
則
や
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
、
明
治
期
の
代
表

的
な
病
院
の
看
護
婦
養
成
史
な
ど
か
ら
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
使
用
さ
れ
て
い
た
名
称
は
次
の
五
つ
に
区
分
さ
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

（
一
）
看
護
婦
、
看
護
補
（
看
護
婦
補
助
員
）

東
京
医
学
校
医
院
で
は
明
治
九
年
十
二
月
に
看
護
婦
を
採
用
す

る
が
、
庶
務
課
用
度
課
医
院
室
掛
ョ
リ
長
与
校
長
宛
伺
書
の
な
か

に
「
看
護
婦
」
「
看
護
補
」
の
名
称
が
あ
り
、
給
与
も
そ
れ
ぞ
れ
金

五
円
、
金
三
円
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
四
十
四
年
の
島
根
県
看
護

21

大
正
四
年
看
護
婦
規
則
制
定
以
前
に
使
用

さ
れ
て
い
た
看
護
婦
の
名
称
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

婦
規
則
で
は
看
護
婦
の
ほ
か
に
「
看
護
婦
補
助
員
」
を
条
文
で
認

め
て
い
る
。

（
二
）
甲
種
看
護
婦
、
乙
種
看
護
婦

明
治
二
十
一
年
の
東
京
慈
恵
医
院
の
「
看
護
婦
送
状
規
則
」
に

甲
種
看
護
婦
、
乙
種
看
護
婦
の
名
称
が
あ
り
、
派
出
料
金
に
区
別

が
あ
っ
た
（
「
慈
恵
看
護
教
百
年
史
」
）
。
明
治
三
十
五
年
の
鳥
取
県

看
護
婦
規
則
に
は
乙
種
看
護
婦
の
登
録
を
受
け
た
者
は
伝
染
病
以

外
の
看
護
に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
島

根
県
で
は
甲
種
看
護
婦
は
府
県
の
試
験
合
格
者
、
看
護
婦
養
成
所

卒
業
者
、
日
赤
卒
業
者
で
あ
り
、
乙
種
看
護
婦
は
伝
染
病
看
護
婦

と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
看
護
婦
、
速
成
看
護
婦

明
治
三
十
四
年
に
な
っ
て
初
め
て
内
務
省
が
看
護
婦
に
つ
い
て

の
全
国
的
な
統
計
を
と
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
の
調
査
票

に
は
看
護
婦
と
速
成
看
護
婦
の
二
種
類
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
大

日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
二
百
三
十
二
号
）
・
明
治
三
十
五
年
の
新
潟
県

看
護
婦
取
締
規
則
に
は
「
速
成
看
護
婦
養
成
所
」
、
大
正
元
年
の
佐

賀
県
看
護
婦
取
締
規
則
で
は
「
速
成
看
護
婦
養
成
規
則
」
が
条
文

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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事
シ
タ
ル
者
」
の
規
定
が
あ
る
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
看
護
婦
（

（
四
）
看
護
婦
、
別
科
看
護
婦

高
知
県
で
は
明
治
三
十
六
年
四
月
高
知
県
令
第
二
十
三
号
看
護

婦
取
締
規
則
に
お
い
て
本
科
免
状
、
別
科
免
状
の
二
種
類
を
認
め

て
い
た
。
大
正
三
年
に
県
令
第
十
六
号
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
が
引

き
続
き
法
定
伝
染
病
の
み
に
従
事
す
る
別
科
看
護
婦
を
認
め
て
お

り
、
大
正
四
年
の
内
務
省
令
看
護
婦
規
則
の
発
令
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
別
科
看
護
婦
は
新
法
後
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
な
く
な
る

た
め
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
な
る
べ
く
そ
の
事
務
を
失
わ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
に
試
験
を
行
い
、
合

格
者
に
は
看
護
婦
免
状
を
、
不
合
格
者
中
看
護
学
術
に
つ
き
相
当

マ
マ

の
素
養
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
は
準
看
護
婦
免
状
を
交

付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
三
九
一
号
）

（
五
）
看
護
婦
、
看
護
婦
見
習
（
見
習
）

明
治
四
十
三
年
の
和
歌
山
県
看
護
婦
規
則
で
は
「
看
護
婦
ノ
指

揮
ヲ
受
ヶ
見
習
ト
シ
テ
従
事
ス
ル
者
」
、
明
治
四
十
四
年
の
石
川

県
看
護
婦
取
締
規
則
で
は
「
病
院
及
医
師
二
就
キ
見
習
中
ノ
者
」
、

大
正
三
年
の
高
知
県
看
護
婦
取
締
規
則
で
は
「
看
護
婦
見
習
二
従

看
護
婦
の
ほ
か
に
「
看
護
補
」
「
乙
種
看
護

婦
」
「
速
成
看
護
婦
」
「
別
科
看
護
婦
」
「
看
護
婦
見
習
」
の
五
つ
の

名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

名
称
は
大
正
四
年
の
内
務
省
令
看
護
婦
規
則
に
よ
っ
て
、
看
護

婦
、
准
看
護
婦
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
大
正
四
年
以
前
に

お
け
る
准
看
護
婦
の
使
用
例
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
准
看
護
婦
の
名
称
は
内
務
省
令
看
護
婦
規
則
に
お
い
て
初
め

て
公
に
使
用
さ
れ
た
新
名
称
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
帝
京
平
成
短
期
大
学
）


